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【議案】 

・議案第10号 里山自然学校大杉みどりの里条例施行規則の一部改正について 

（大杉みどりの里） 

 

【報告事項等】 

・３Ｄ シアターホールの再開 について（ひととものづくり科学館） 

・ひととものづくり科学館２月報告について（ひととものづくり科学館） 

・小松市立高校受検状況について（市立高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



教 育 委 員 会 報 告 

令和５年３月９日 

【議案】 

件 名 
議案第10号 里山自然学校大杉みどりの里条例施行規則の一部改

正について 

所管部課名 大杉みどりの里 

内 容 
燃料費の高騰によるクリーニング代の値上げ及び経年劣化による

修繕のため、寝具、シュラフ、スキーの使用料を値上げするもの。 

教育委員等の意見  特になし 

 議案第10号 承認 

 

 

【報告事項等】 

件 名 ３Ｄ シアターホールの再開 について 

所管部課名 ひととものづくり科学館 

内 容 

新しい通信システムの導入、世界の天文台等からの最新データの

取り込み可能、、３Ｄ映像の投影方法の変更、パスポーターの観覧

制限なし等、新しくなって再開するもの。3月24日にお披露目会

を開催予定。 

教育委員等の意見 特になし 

 

件 名 ひととものづくり科学館２月報告について 

所管部課名 ひととものづくり科学館 

内 容 
4月～2月までの来館者数は102,335人。コロナ禍（平成31年）

より2,400人程増加している。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 小松市立高校受検状況について 

所管部課名 市立高校 



内 容 

推薦入学について、普通科は募集定員18名のところ24名出願で

倍率は1.33倍、芸術コースは募集定員10名のところ25名出願で

倍率は2.50倍だった。学校全体の推薦の倍率は1.75倍で、県内の

学校別倍率で一番高かった。 

一般入学について、普通科は募集定員102名のところ89名出願

で倍率は0.87倍、芸術コースは募集定員30名のところ25名出願

で倍率は0.83倍だった。学校全体の一般の倍率は0.86倍だった。 

一般学力検査は3月7日、8日に行った。合格発表は3月15日

正午。欠席者がいなかったため追検査は実施しない。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 推薦入学の芸術コースで15名落ちているが、その方々はその後

市立高校の一般入学に出願しているのか。 

 子供達の意識が変わり専願で受けたいという子が多いため、公立

高校に進学する子が減っている。検討してほしい。 

 芸術コースの卒業後は芸術大学だけではなくいろんな就職先もあ

るので、出口をＰＲしていく必要がある。 

【中惣委員】 

 市立高校の推薦で受かった子がとても喜んでおり、市立高校のイ

メージがとてもよいのだと思った。今後は小松市ならではの強み・

特色を生かしていくとさらに浸透すると思う。 

【村井委員】 

 公立高校が金沢エリアは定員オーバーしていて南加賀エリアは定

員割れしていることについて、私立高校を受ける子に対して公立高

校の優位性を説いたり、金沢エリアが人気がある原因を分析してい

く必要がある。 

回   答 

【出口事務長】 

 推薦入学の芸術コースの落ちた方々はほぼ市立高校の一般入学に

挑戦していると聞いている。 

 

 

【その他】 

件 名 次回教育委員会会議日程について 

内 容 
日時：令和５年４月13日（木）午前10時30分 

場所：小松市役所 ６階 教育長室 

 

 

 

 

 



【教育委員からの意見・提言】 

中惣委員 

推薦入学で合格が決まった子達なのか、中学生が乗る自転車に危ない

思いをすることが増えた。安全面で心配なため、中学校の先生方にご指導

いただきたい。 

村井委員 

小松南加賀エリアの公立高校の定員割れが問題だと思う。このエリア

の特色、スポーツや部活動など、金沢エリアに負けない魅力があるという

ものを作っていけたらと思う。 

北村委員 

県の会議で、自転車乗車時のヘルメット着用が努力義務になることを

ほとんどの保護者が知らないと聞いた。教育委員会から周知徹底してほ

しい。 

総合教育会議について、市長と連携して教育をどうするかを話す大事

な会議であり、令和５年度が始まる前にすべきではないか。 

教員の負担軽減について、加賀市は具体的な施策を書いている。小松市

はどのような配慮をしているか具体的に教えてほしい。 

【石黑教育長】 

 小中学校の自転車乗車時のヘルメット着用義務化はだいぶ前から言わ

れている。小松市では小中学生に指導済みである。 

 総合教育会議については、次回は5月又は6月に実施予定。 

 小松市でも教員の時間数は減ってきている。負担軽減は計画的になさ

れている。   


